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保健師の使命感から
駐在保健婦制の
歴史的評価を見直す
評者◎橋本眞紀 近大姫路大学看護学部看護学科

駐在保健婦の時代 1942-1997 木村哲也(著)

評者が行っているケアマネジャーや訪問看護師等

との事例検討では，家族の健康問題や制度問題な

ど，契約対象者外に業務上の困難感があることも少

なくない。それこそ保健師の出番だと思うが，そう

は言っても彼らの反応は冷ややか。「訪問してもら

えない 」「当てにならない 」とはっきり言う。

市町村合併により保健師の中央集約・縦割り・分散

配置が進行し，無意識的に地区分担を放棄してしま

った今日，家族をまるごと抱えて地区全体の健康に

責任をもつ保健師本来の使命は崩壊の危機にある。

本書に登場する上村聖恵氏から保健師教育を受けた

私は“駐在保健婦”の表題に惹かれた。

著者の木村氏は「はじめに」で「保健婦という国

家と国民のはざまに立つ存在に注目する」「保健婦

駐在制は(略)戦時に生まれた制度を，戦後になって

地域の事情に応じて継承したと考えるのが正しい」

と述べている(下線評者，以下同)。戦中・戦後をと

おして国家権力の厳しい指令と住民個々の命と暮ら

しを守ることとの矛盾に直面した駐在保健婦が，い

かに行動したのかは，その語りの記述からまざまざ

と見えてくる。木村氏は「保健婦活動は国策の要請

で制度化されたにもかかわらず，いざ現場に立つと

目の前の個別な課題に対応するように迫られ，住民

の要求に応えるべく活動せざるをえなかったのであ

る。国家の意図と地域住民の日常のはざまにたった

活動のありようは，(略)これまで見過ごされがちで

あったが，制限された状況下での保健婦の主体的な

活動に対して，新たな歴史的評価を与えなければな

らないであろう」(p.41)と述べている。今日の保健

師に“権力と国民のはざまに立つ存在”との認識が

あるだろうか？ 住民の暮らしから遊離した位置に

身を置き，持たされている権力を意識もせず行使す

る存在になってしまってはいないか？ 身につまさ

れる。

戦後のGHQによる改革が，保健婦を住民より高

い位置に置き，必要に応じて相談に来させるアメリ

カ方式を推し進めようとしたことに対して，戦中の

駐在経験をもつ上村は，保健婦自身が住民の中に入

って行くべきであり，僻地へ重点を置いて派遣して

ゆく方針を取るべきだと主張し，言いなりになって

いると日本の保健婦は骨抜きにされるという危機感

をもって徹底的に抵抗したと記述されている(p.62)。

駐在保健婦制は戦後GHQの強力な指導で初めて導

入されたという既成認識は覆され，本来的使命を認

識してどんな組織構造をとるべきかを自ら考え，闘

い取ったものだと理解できた。沖縄県での展開でも

同様，青森県では住民運動，まさに保健師本来の手

法で実現している。そうであったにもかかわらず，

地域保健法施行によって3県ともにいとも簡単に駐

在制が崩壊したのはなぜか？ その点の疑問が残る。

本書は政治の潮流に流され無意識的に地区分担を

放棄してしまっている保健師に，今あらためて大き

な示唆を与えるものと思う。現状を変革する視点を

見つけ出してほしい。
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